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海藻の生態学的特性を活かす藻場創生

１．はじめに
２．海藻の生育と水温

2-1 海水温上昇によるアラメ場の衰退
2-2 海藻の生育上限温度

３．海藻の生育と光
3-1 海藻の生育限界光量
3-2 光質が異なるLED照射の影響

４．藻場の生産生態
4-1 藻場の現存量
4-2 藻場の生産量
4-3 藻場の生産構造
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１．はじめに

温暖化が藻場に及ぼす影響
（水産庁 2021）より

藻場・干潟ビジョン（R5年12月改訂）

ハード・ソフトが一体となった広域対策
海水温上昇を踏まえた海藻種の選定
CO2吸収源（ブルーカーボン）として機能の重要

気候変動
海水温上昇、植食動物の摂餌圧
増加、貧栄養化，波浪激化 ＋α →
単独あるいは複合的に関与

分布範囲の変化

藻場構成海藻の生態的特性（基礎的知見）に立ち返って，
海藻の生育と温度や光との関係，群落の生産性など紹介

海藻（藻場構成種も含む）
温度（海水温）→水平（地理的）分布
光→ 垂直（鉛直・水深）分布

を限定 （横浜 1986）
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海藻や藻場の
生態学的情報



２．海藻の生育と水温

2-1 海水温上昇によるアラメ場の衰退

山口県日本海側のかつての藻場の様子

アラメ，クロメ，ツルアラメなどのカジメ類

多様なホンダワラ類で形成された藻場

アラメ・クロメ場（左）
ガラモ場（右）

萩市見島（2008年10月）
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2013年8月22日（水深2～3m，水温32℃）

一見するとアラメが点在
アイゴ幼魚の群れ

下関市阿川

葉がロール状に

アラメの葉の脱色

2013年夏の山口県日本海側の藻場の様子

村瀬（2022）
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アラメの葉状部が流失し，
茎と付着器or付着器だけ残る

2013年9月11日
下関市阿川

下関市角島
2013年9月11日

海岸に漂着した大量の
アラメ藻体

安成（2015），写真：山口県水産研究センター 6



アラメ，ノコギリモク，ヤツマタモク
（水深3～5m）

下関市川棚 2013年5月24日

ノコギリモクと
ヤツマタモクは生残

茎と葉状部が流失した
アラメの付着器

2013年10月10日

2013年夏のアラメ・カジメ類の衰退は，
山口県日本海側の各地（安成 2015），
長崎県壱岐（八谷ら 2014），
島根県（吉田 2016）でも確認

村瀬（2014）
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下関市川棚
アラメ場がある水深約5mの水温変動

・30℃以上 約8日間
2013/8/11 11:00～8/20 4:20

・29℃以上 約26日間
2013/8/5 12:40～9/2 8:20

・最高水温31.0℃（2013/8/17）

2013年夏の藻場が形成する水深帯の海水温

水温ロガー（HOBO）
10分間隔で測定・記録

山口県長門市（定置網の観測ブイ） 2013年8月 安成（2015）

30℃以上 水深 1m：約9日間，29℃以上 水深10m：約21日間

村瀬（2022）
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藻場構成海藻の温度別培養実験 流水式温度勾配培養装置

温度設定：1℃間隔

温度精度：±0.1℃

23℃

25℃ 27℃26℃ 29℃28℃ 30℃

村瀬（2010）

クーラー

ヒーター
大型水槽

小型水槽

2-2 海藻の生育上限温度
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2013年夏の山口県日本海側の浅所のアラメ場の衰退
【高水温】水深5m：30℃以上が8日間継続
→水深5m以浅のアラメ【生育上限温度29℃】では，葉が流失し，茎や
付着器だけ残存した。アラメ場衰退の発生要因のひとつ。

高水温被害を回避：浅所ではノコギリモクやヤツマタモク【生育上限
温度31℃】，深所ではクロメやツルアラメも生残。 村瀬（2014，2022） 10

村瀬・野田 （2018）



生育上限温度（℃）
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ヒジキ
キレバモク
マジリモク

ヤツマタモク
ノコギリモク

マメタワラ
ホンダワラ
ジョロモク

アラメクロメ
アカモク

ワカメ幼体
（天然株）

ワカメ幼体
（養殖株）

種 名

村瀬（2021），完山（2024）を改変

生育上限温度
１年生海藻・暖海性コンブ類 ＜ ＜

⇒同じ種でも 生活史（生育段階），生育環境（生育地）によって異なる

高水温の影響は，ホンダワラ類よりもアラメ・カジメ類で現れやすい傾向（馬場 2021）

多年生の温帯性
ホンダワラ類

潮間帯生育種
亜熱帯性ホンダワラ類

主な海藻の生育上限温度

生育上限温度の知見⇒夏の海水の高温化・長期化に耐える海藻の選出

【注意】藻場創生の対象海域に自生していない場合には，
地先の生態系や多様性、海藻の遺伝的攪乱などの影響が懸念
されるため、慎重に対応（避ける）

【在来種】・・・同一海域で水温が低い，深所に注目！ ＝ 低光量
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３．海藻の生育と光

3-1 海藻の生育限界光量

群落の次世代を担う幼体
の加入と生残が必要

幼体が生残＝藻場を維持するために
光（光量）に着目

幼体生育場所（群落床部）

海藻群落の安定維持

低光量下

日補償点（推定値）と
幼体生育場所の光強度（実測値）
を比較 12



１日当たりの光補償点（日補償光量）の推定

日射の日変化，藻場における光環境（消散係数など），光合成－光
関係により作成した１日の純生産量のモデル式Qnから算出

日補償光量
（海面光量に対する相対値）

アラメ幼体：約1.1％
カジメ幼体：約0.6％

（Maegawaら 1988）

ノコギリモク幼体：約1.3％
(Muraseら 2000)

クロメ幼体：約0.7％
（﨑山ら 2013）

アマモ幼体:5.7％
(Abeら 2003）
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幼体生育場所の実測
光量子センサー（＋ロガー：1秒間隔）を船上に設置し，同調させた
別の水中用光量子センサーで幼体生育場所の光量子量を測定

群落内で幼体が生育する光量（実測値）（海面光量に対する相対値）
アラメ幼体：約1.0～1.5％，カジメ幼体：約0.5～1.0％ （Maegawaら 1988）

ノコギリモク幼体：約1.0～1.5％ (Muraseら 2000)
クロメ幼体：約0.7～1.0％ （﨑山ら 2013）

海底 ②幼体生育場所

100％

X％

①船上

実測値≒日補償光量（推定値） ⇒ 生育限界光量

生育限界光量の知見
⇒着生基盤などの設置（ハード）：海域の濁り（消散係数）を考慮し設置水深決定

高水温環境を回避できる深所での藻場創生への展開する際に活用
14

ノコギリモク群落床部の光分布と生育個体の分布

メッシュ状方形枠を設置
個体の位置と交点の光量測定



3-2 光質が異なるLED照射の影響

海中の光は、懸濁物やプランクトンなどにより質的に変化し、
沿岸では緑色光、外海では青色光が深所まで届く

様々な色のLEDが開発され，藻場や増養殖用の海藻の種苗生
産，管理，優良株の長期保存のため培養光源として期待
蛍光灯の製造・輸出入は2027年末まで

光質が異なるLED照射による海藻の生長

村瀬ら（2014，2020） 15



アラメ雌性配偶体の生長
⇒赤色LED下で抑制
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アラメ雌性配偶体の生長と成熟

アラメ雌性配偶体の成熟
（雌性配偶体の卵形成）
⇒白色・青色LED下で促進

赤色LED下で観察されず

配偶体の吸収スペクトル
とLEDの発光波長特性

LED照射による海藻の生育や成熟に関する知見
藻場構成海藻の種苗生産や管理，有用株の長期保存に光
質が異なるLEDを有効活用できる

光質が異なるLEDを選択する際には、
見た目の色ではなく、LEDの発光波長特性と海藻の光吸収
（吸収スペクトル）などの生理・生態学的な基礎情報を考慮
する必要がある

村瀬ら（2014，2020）
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4-1 藻場の現存量

４．藻場の生産生態

現存量：ある時点での単位面積当たりの植物体の重量のこと
坪刈り：方形枠（主に50cm×50cm）内の主要な海藻の被度を観察し、基部から全
て刈り取り、重量（乾重量）を測定する

旧主枝

新生主枝

現存量の月別変化⇒群落の発達と成熟後の衰退がわかる
最大現存量は5月:成熟盛期（卵・幼胚放出）の前

★純群落
ノコギリモク群落（Muraseら 1998）

山口県日本海沿岸，水深約8m
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★混生藻場
①目視できる範囲（約5m×5m，10m×10m）

で景観被度（主要な各海藻の被度）を
目視観察

②種ごとに方形枠を設置し，現存量を求める
（3箇所以上）

③各種の現存量に景観被度を掛け合わせて
補正

★藻場の衰退海域や回復途中
1箇所 or 文献により被度（被度階級）から現存量を換算

景観被度（ホンダワラ類40％-
ヤツマタモク，ノコギリモクなど-，
アラメ30％，裸地30％）

現存量調査の方法を具体的に明記しておく。
方形枠を設置した藻場の状況，景観被度，枠の設置箇所と数，補正方法など

現存量の知見
最大現存量を示す繁茂期（月）と最大現存量の値は、藻場のCO2貯留量を算
定する際のパラメーターになる
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4-2 藻場の生産量
生産量：単位時間に単位面積当たりで生産される有機物の量

１年間１m2当たりの生産量が年間純生産量（P）
P/B比:年間純生産量Ｐと最大現存量Ｂとの関係（Ｐ/Ｂ）

（水産庁 2021）コンブ目藻場の年間純生産量

P-マコンブ：1.3㎏（d.w.）m-2 年-1，カジメ：2.7～2.9㎏（d.w.）m-2 年-1

P/B比-コンブ場：1.5～2.3，アラメ・カジメ場：1.0～2.4 19



（水産庁 2021）ホンダワラ類の藻場の年間純生産量

ホンダワラ類-P：0.3～8.3㎏（d.w.）m-2 年-1 ，P/B比：1.0～1.9

生産量の知見 年間生産量はＰ/Ｂ比と現存量から簡易的に見積りができる 20



4-3 藻場の生産構造

生産構造：

植物群落の同化器官（葉）と非同化器官（葉以外の器官）の重量

の空間的な分布状態のこと，それに光量の垂直分布を合わせて

図示したものが生産構造図

藻場の生産構造図

方形枠内の海藻を
１個体ずつ基部から
上方に10cmか20cm
間隔で層別に切断
各層の葉と葉以外の
部位に切り分け，
各層の部位ごとに重量
を測定
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藻場の生産構造の例

前川（1987） 村瀬（2010）

☆アラメ群落

生産構造の知見

アラメ群落=広葉型：群落の上部に葉量多い→相対光量は上層で減少

ノコギリモク群落=イネ科型：群落の下部に葉量多い→相対光量は下層で減少

藻場により生産構造が異なる⇒藻場内に光を取り入れ，藻場を維持するため
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☆ノコギリモク群落
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生産構造の月別変化の知見
群落の発達と成熟，成熟後の衰退が立体的に理解できる

藻場（ノコギリモク群落）の生産構造の月別変化

Muraseら （2000）
を改変

23



年間純生産量
＝1.6 kg d.w.・m-2

日純生産量の最大値
約7.2 g・m-2・day-1

（２～３月）

約4.7 g・m-2・day-1

（２～３月）

約2.0 g・m-2・day-1

約5.3 g・m-2・day-1

（４～５月）

Muraseら （2000）を改変

1日の純生産量

ノコギリモク群落の生産構造の月別変化から純生産量を推定

１ヶ月間の枯死脱落量を１年
分積算し、現存量を加える

生産構造の月別変化の知見
1ヶ月間の枯死脱落量⇒年間純生産量，部位別の日純生産量が推定可能
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まとめ
藻場構成海藻の生態的特性

温度→生育上限温度
光量→生育限界光量，光質→種苗生産
生産生態→藻場の現存量・生産量・生産構造

海水温上昇に対応する海藻の選定【温度】

海藻種苗の生産【光質】

ブルーカーボン-CO2貯留量算定【現存量，P/B比】

着生基盤の設置水深の決定【光量】

生産構造を模倣した藻礁の設計や配置【生産構造】

植食動物による藻場への摂食圧が高い海域
適切な食害対策＋海藻の生態的特性を活かした対策が必要
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ソフト対策

ハード対策

海藻の生態を知る・見直す機会になれば幸せます
ご清聴ありがとうございました


